
平成24年

月号1212
December

秋
の
夜
長
に

町
内
で
は
様
々
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
並
み
の
美
し
い
松

野
の
夕
べ
を
幻
想
的

に
彩
る
灯
篭
や
薪
は
、

薄
明
る
く
畦
や
山
際

を
照
ら
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
残
し
た

い
風
景
の
ひ
と
つ
で

す
。11月10日に行われた

棚田まつり前夜祭での

棚田のライトアップ

11月３日に河後森城

本郭跡で行われた

梅若会による薪能の様子
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森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会
開
催

武
者
駆
け
る

陣
ヶ
森
古
戦
場
を
抜
け

永
昌
寺
を
抜
け

大
森
城
を
越
え

御
嶽
神
社
を
抜
け

河
後
森
の
古
城
を
越
え
て

い
ざ
、
襷
を
繋
ぐ
る
た
め
に
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特集　森の国戦国武者伝走大会
　

10
月
21
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会

に
は
、
町
内
外
か
ら
31
チ
ー
ム
１
５
５
名
が
参
加
し
、
町
内
を

駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　
「
森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会
」
は
段
ボ
ー
ル
製
の
甲
冑
を

身
に
ま
と
い
、
町
内
の
史
跡
を
巡
る
駅
伝
大
会
で
、
今
回
が
第

１
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
、
主
会
場
と
な
っ
た
虹
の
森
公
園
に
は
、
色
と
り
ど
り

の
甲
冑
を
装
着
し
た
武
者
た
ち
が
集
合
し
、
戦
国
時
代
さ
な
が

ら
の
光
景
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
鬼
城
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
陣
ぶ
れ
太
鼓
の
演

奏
や
、
勇
壮
な
甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
実
行
委
員
会
役
員
に
よ
る

挨
拶
「
開
戦
の
辞
・
決
戦
の
辞
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
士
気
の
上

が
っ
た
武
者
た
ち
は
、
中
村
時
広
愛
媛
県
知
事
の
出
陣
の
合
図

と
太
鼓
の
音
で
、
勢
い
よ
く
会
場
を
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

駅
伝
コ
ー
ス
は
、
主
会
場
で
あ
る
虹
の
森
公
園
を
中
継
地
点

と
し
た
５
区
間
で
、
五
郎
丸
団
地
で
折
り
返
す
「
陣
个
森
古
戦

場
コ
ー
ス
」、
永
昌
寺
で
折
り
返
す
「
永
昌
寺
祈
願
コ
ー
ス
」、

大
森
城
で
折
り
返
す
「
大
森
城
登
城
コ
ー
ス
」、
御
嶽
神
社
で

折
り
返
す
「
御
嶽
神
社
祈
願
コ
ー
ス
」、
河
後
森
城
山
頂
で
折

り
返
す
「
河
後
森
城
登
城
コ
ー
ス
」
と
道
の
な
い
コ
ー
ス
や
、

山
道
を
登
る
コ
ー
ス
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
く
、
参
加
者

は
口
々
に
「
楽
し
か
っ
た
」「
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
予
土
う
ま
い
も
の
合
戦
ミ
ニ
も
同
時
開
催
さ
れ
、
大

会
終
了
後
に
は
出
場
し
た
選
手
や
観
客
た
ち
が
予
土
の
う
ま

い
も
の
に
舌
鼓
を
打
つ
光
景
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
戦
国
武
者
伝
走
大
会
は
、

全
国
で
例
を
見
な
い
駅
伝
大
会
で
、
戦
国
時

代
を
意
識
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が
た

く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
駅
伝
大
会
で
は
設
け
ら
れ
て
い

な
い
、
追
い
越
し
禁
止
区
間
の
設
定
や
、
参

加
者
が
自
分
で
走
路
を
選
択
で
き
る
道
の
な

い
コ
ー
ス
な
ど
、
各
区
間
に
様
々
な
趣
向
を

凝
ら
し
た
場
所
が
数
々
存
在
し
ま
す
。ま
た
、

折
り
返
し
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
タ
ス

キ
に
朱
印
を
押
し
て
も
ら
い
、
中
継
所
で
の

押
印
の
確
認
の
後
、タ
ス
キ
を
繋
ぐ
と
い
う
、

趣
の
あ
る
中
継
方
法
も
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
順
位
の
ほ
か
に
甲
冑
の
デ
ザ
イ
ン

や
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
対
す
る
賞
も
設
け

ら
れ
て
お
り
、
各
参
加
チ
ー
ム
も
、
純
粋
に

ス
ピ
ー
ド
を
競
う
チ
ー
ム
、
甲
冑
の
デ
ザ
イ

ン
に
凝
っ
た
チ
ー
ム
、
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
目
指
す
チ
ー
ム
と
、
色
が
分
か
れ
、

参
加
す
る
側
も
、
見
る
側
も
楽
し
め
る
大
会

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

武
者
伝
走
の
魅
力

ベスト甲冑賞の
「宇和島城城山を守る会」

順位 チーム名 タイム
1 愛媛県庁遊走会 “おせっ隊” 1：13：49
2 宇和島楽走会 1：23：40
3 南予地方局南予地域活性化支援チーム 1：24：31
4 秋風ランナーズ 1：25：40
5 吉田陣屋 1：26：07

順位 チーム名 タイム
1 オレンジクイーン 1：42：05
2 愛媛県庁遊走会 “いやし隊” 1：50：37

男子順位（６位以下は省略）

女子順位

　　宇和島城城山を守る会

　　チーム落ち武者

ベスト甲冑賞

大うつけ賞（ベストパフォーマンス）
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森の国だより
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２

森
の
四
万
十
自
然
学
校
卒
業
式

　

11
月
３
日
㈯
に
虹
の
森
公
園
を
主
会
場
に

「
森
の
四
万
十
自
然
学
校
卒
業
式
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
高
速
道
路
宇
和
島
延
伸
に
伴
い
、

宇
和
島
圏
域
で
「
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０

１
２
」
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
松
野
町
で
も
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。こ
の「
森

の
四
万
十
自
然
学
校
」
も
、
い
や
し
博
コ
ア
イ

ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
松
野
町
と
鬼
北
町
の

両
町
が
連
携
し
て
行
っ
て
き
た
も
の
で
、
鬼
北

地
域
の
森
や
清
流
な
ど
の
自
然
を
、
他
市
町
の

人
た
ち
に
も
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
特
色
を

生
か
し
た
観
光
資
材
や
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
卒
業
式
は
、
そ
の
集
大
成
と
い
っ
た

も
の
で
、
森
の
四
万
十
自
然
学
校
校
長
に
就
任

し
た
清
水
国
明
さ
ん
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ

ン
グ
の
披
露
や
、
松
野
町
・
鬼
北
町
へ
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
、
両
町
民
ら
が
町
の
魅
力

を
語
る
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
充
実
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、
愛
媛
と
高
知
の
う
ま
い
も

の
を
集
め
た
「
予
土
う
ま
い
も
の
合
戦
」
も
行

わ
れ
て
お
り
、
来
場
者
は
県
境
の
ま
ち
松
野
町

の
魅
力
を
、
目
や
耳
や
舌
で
楽
し
ん
で
い
た
よ

う
で
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
た
レ
ー
モ
ン

ド
松
屋
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
は
、
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
卒
業
式
に
華
を
添
え

ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
卒
業
式
で
、
一
応
の
幕
引
き
と
な

る
「
森
の
四
万
十
自
然
学
校
」
で
す
が
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
観
光
資
源
は
、

来
年
以
降
も
松
野
町
の
観
光
産
業
を
引
っ
張
っ

て
い
け
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

11
月
３
日
㈯
、
４
日
㈰
の
２
日
に
か
け
て
毎
年
恒
例

の
森
の
国
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
町
民
セ
ン
タ
ー
に
は
、
町
内
の
文
化
団
体
に
よ
る
華

道
や
押
花
絵
、
写
真
、
書
道
、
手
芸
や
山
草
の
展
示
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
興
味
深
げ
に
足
を
止
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
眺
め
、
時
に
は
「
ほ
う
っ
」
と
い

う
感
嘆
の
声
を
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
日
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
芸
能
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
前
中
に
行
わ
れ
た
文
化
協
会
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
和
太
鼓
や
大
正
琴
、
軽
音
楽
な
ど
の

演
奏
や
書
道
、
茶
道
、
華
道
な
ど
を
体
験
す
る
よ
い
機

会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
プ
ロ
に
よ

る
能
の
実
演
指
導
も
あ
り
、
体
験
し
た
参
加
者
は
、
能

の
独
特
な
動
き
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
、
普
段
体
験

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
芸
能
を
体
感
し
て
い
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
芸

能
大
会
で
は
、
鬼
城
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
太
鼓
演
奏
を

は
じ
め
、
日
舞
や
音
楽
演
奏
が
来
場
者
の
目
や
耳
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
別
企
画
と
し
て
、
能
楽
観
世
流
梅
若
会
の

梅
若
紀
彰
さ
ん
ら
に
よ
る
半
能
「
屋
島
」
の
公
演
も
あ

り
、
観
客
ら
は
生
で
見
る
本
格
的
な
能
の
魅
力
に
、
惹

き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
舞
台
上
の
義
経
の
動
き
に
釘

付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

広
め
よ
う
文
化
の
心

森
の
国
文
化
祭
開
催
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まちの掲示板

葛
句
会
十
月
例
会
句
会

 

於　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

筋
肉
痛
治
ら
ぬ
妻
の
運
動
会 

市
毛
友
一
郎

　

秋
冷
の
岩
噛
む
水
の
白
さ
か
な 

伊
藤　

富
子

　
あ
い
ま
い
な
こ
と
し
か
云
え
ず
地
虫
鳴
く 

岡
本　

京
子

　
約
束
を
果
た
せ
ぬ
ま
ゝ
や
椿
の
実 

金
谷　

恵
子

　

明
け
暮
れ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
里
の
秋 

金
谷　

重
子

　
き
つ
つ
き
の
今
日
も
木
を
打
つ
山
日
和 

金
谷　

文
恵

　

学
友
の
便
り
も
途
絶
え
秋
の
月 

木
下
三
千
恵

　

夕
焼
け
の
美
し
か
り
し
瀬
戸
の
暮
れ 

駒
山　

忠
夫

　

稜
線
に
五
基
の
鉄
塔
山
粧
ふ 

谷　

き
よ
し

　

喜
寿
の
秋
休
み
が
ち
な
る
農
作
業 

布　
　

久
光

　

沈
下
橋
ま
で
折
り
返
す
野
菊
晴 

布　
　

康
江

　

ほ
お
ば
れ
る
栗
渋
皮
煮
妻
思
ふ 

ひ
の
た
い
ら

　

さ
つ
ま
い
も
馬
面
浮
か
ぶ
帰
り
道 

古
谷　
　

香

　

蝸
牛
ひ
と
つ
の
殻
を
負
ひ
歩
く 

正
木　

玲
子

　

茹
栗
の
次
か
ら
次
へ
手
が
伸
び
る 

宮
地
佐
知
子

　

捨
て
る
事
出
来
ぬ
性
な
り
秋
の
声 

森
田　

す
み

　

夫
病
み
て
情
も
ろ
く
な
り
秋
桜 

山
下
ス
ミ
子

吉
野
句
会
十
月
例
会 

於　

吉
野
生
公
民
館

　

野
佛
に
栗
を
供
へ
て
行
き
に
け
り 

赤
松　

午
子

　

し
づ
し
づ
と
花
野
に
消
え
し
葬
の
列 

稲
谷
キ
ミ
子

　

押
し
車
共
に
歩
む
や
そ
ぞ
ろ
寒 

岡
本　

三
葉

　

貨
物
列
車
通
り
過
ぎ
た
る
虫
の
声 

菊
澤　

大
和

　

赤
と
ん
ぼ
の
ぞ
い
て
行
き
ぬ
車
椅
子 

竹
内
サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
四
年　

十
月
投
句
分
）

秀
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

ラ
ン
プ
下
げ
不
器
男
を
偲
ぶ
ゐ
ろ
り
の
間

 

福
岡
市　

田　

代　

朝　

子

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

熟
柿
一
つ
日
当
り
の
良
き
不
器
男
庭

福
岡
市　

田　

代　

朝　

子

　

め
つ
ぶ
れ
ば
不
器
男
生
家
の
秋
の
こ
ゑ

福
岡
市　

田　

代　

崇　

人

　

廃
校
の
朽
ち
た
る
遊
具
秋
寒
し

鬼
北
町　

中　

尾　
　
　

正

　

こ
の
町
は
妻
の
ふ
る
さ
と
通
草
の
実

宇
和
島
市　

小　

路　

弘　

一

　

十
五
夜
の
あ
か
り
ぼ
ん
や
り
わ
が
母
校

松
野
町　

中　

山　

ま
ゆ
み

　

想
ひ
出
を
話
す
小
道
の
猫
じ
ゃ
ら
し

宇
和
島
市　

脇　

谷　

梨　

花

《
不
器
男
記
念
館
》

　

柿
落
葉
不
器
男
生
家
に
音
も
な
し

福
岡
市　

坂　

本　

光　

世

　

深
秋
や
庭
に
古
り
た
る
竹
箒

鬼
北
町　

中　

尾　
　
　

正

　

あ
き
あ
か
ね
ぼ
う
し
に
と
ま
る
ひ
と
や
す
み

鬼
北
町
（
児
童
）
米　

川　

結　

子

子どもたちの安全を見守る
「スクールガード・リーダー」紹介

　松野町のスクールガード・リーダー古谷毅さん（富岡）をご紹介します。
　通学路などの巡回パトロールを行っている古谷さんを見かけた方は多いと思います。
古谷さんは町教育委員会から委嘱されたスクールガード・リーダーとして、通学路や
地域の危険箇所の把握、交通事故の起こりやすい場所などの確認を行い、改善点や注
意点については、学校や町への指導だけでなく、警察や県などへの働きかけにも協力
をお願いしています。
　古谷さんをはじめ、多くのボランティアの皆さんのお力により、登下校の安全確保、
犯罪防止が行われています。これからも児童・生徒が安心して、学校生活を送れます
よう町民全ての方にも、日常生活を通じての見守り・声かけを引続きお願いします。

スクールガード・リーダーの仕事とは？
　①町内の小・中学校の巡回指導、登校時の巡回パトロールをします。
　②学校内や通学路の安全対策などをアドバイスします。
　③学校安全ボランティア（スクールガード）の方々に、パトロールのポイント
　などをアドバイスします。
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まちの掲示板

北宇和郡小学校陸上競技大会
　10月16日、鬼北総合公園において、北宇和郡小学校陸上競技大会が開催され、松野町から３校79名が参加しました。大会テー
マ「練習の成果を出し切り自己ベスト」のもと、自己ベストを目指して頑張りました。大会結果は以下のとおりです。

　 １　　　位 ２　　　　位 ３　　　　位
学年 種目 男女 氏　　　　名 校名 記録 氏　　　　名 校名 記録 氏　　　　名 校名 記録

４　
　

年

60ｍ 男 武田　龍馬 近　永  9＂6 葛川　楓真 三　島  9＂7 平野　蒼葉 日　吉  9＂9
女 家高　詩音 近　永 10＂1 池田さくら 好　藤 10＂1 内藤　七摘 近　永 10＂4

400ｍＲ
男 武田　大輝 武田　龍馬 近　永 67＂4 丹下　　昂 平野　蒼葉 日　吉 69＂9 生谷　涼太 山下　諒馬 松野西 70＂2渡邉　健人 横山　瑛志 橋本　悟空 白江　颯太 友　康士郎 八惣　勝真

女 毛利　真悠 家高　詩音 近　永 67＂9 池田さくら 清家　　侑 好　藤 70＂9 山田　優花 兵頭　柚衣 松野西 72＂0内藤　七摘 渡邊　美好 善家　歌梨 水田　萌心 塩崎　夏妃 井上　沙耶

５　
　
　
　

年

60ｍ 男 竹村　健翔 近　永  9＂2 草島　広空 日　吉  9＂2 芝　　　穣 近　永  9＂7
女 寺島　由菜 近　永  9＂9 小川　鈴音 泉 10＂3 宇都宮結女 近　永 10＂3

100ｍ 男 髙田　琉夏 泉 15＂3 亀岡　嘉典 三　島 15＂4 芝　　　穣 近　永 16＂1
女 松浦　未夢 近　永 15＂7 寺島　由菜 近　永 15＂8 田島　心美 泉 16＂0

60Ｈ 男 草島　広空 日　吉 10＂0 竹村　健翔 近　永 10＂8 兵頭　魁人 愛　治 10＂8
女 二宮　もも 近　永 11＂4 酒井　綾乃 松野東 11＂4 岩城　咲羽 松野西 12＂2

400ｍＲ
男 竹村　健翔 芝　　　穣 近　永 63＂8 草島　広空 長田　泰星 日　吉 64＂0 犬飼　光輝 古田口　凌 松野西 65＂7土田　大成 土居麟太郎 山口　優司 武内　力也 新城　圭悟 小野　真希

女 松浦　未夢 寺島　由菜 近　永 65＂6 田島　心美 小川　鈴音 泉 68＂2 井上　澄音 吉福　瑞希 松野西 69＂5二宮　もも 芝　　栞梨 鬼塚　亜美 土居　歩生 岩城　咲羽 篠田　侑香
ソフトボール
投げ

男 岡林　蒼依 近　永 45m18 田邊　利規 近　永 42m62 坂本　元輝 日　吉 42m35
女 曽我　朱莉 松野東 35m30 水谷　美波 三　島 27m85 坂井　理子 近　永 27m16

走り幅跳び 男 善家　恭介 好　藤 3m67 髙橋　朱佳 近　永 3m46 亀岡　嘉典 三　島 3m30
女 松浦　未夢 近　永 3m43 寺島　美咲 日　吉 3m09 丸石あずさ 三　島 2m93

走り高跳び 男 兵頭　魁人 愛　治 1m24 畦地　喬生 三　島 1m24 都　啓志郎 近　永 1m18
女 田島　心美 泉 1m08 中井きらら 松野西 1m05 三笠屋花鈴 近　永 1m00

６　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

60ｍ 男 平野　昌斉 好　藤  9＂0 武田　直樹 近　永  9＂3 高木　正和 日　吉  9＂5
女 髙田　茉鈴 泉  9＂5 光盛　綾華 松野西  9＂5 佐々木紀子 近　永  9＂5

100ｍ 男 丸石　圭太 三　島 14＂1 武田　直樹 近　永 14＂7 高田　裕勝 泉 14＂9
女 河添　千秋 好　藤 14＂3 渡辺　英理 三　島 15＂3 藤岡　朱里 松野東 15＂9

200ｍ 男 清家　　大 近　永 32＂8 坂本　瑞貴 近　永 33＂4 近藤壮一郎 近　永 34＂1

60Ｈ 男 丸石　圭太 三　島  9＂7 林　　翔太 日　吉  9＂9 岡本　康聖 近　永 10＂0
女 渡辺　英理 三　島 10＂4 高田津友実 愛　治 10＂9 藤岡　朱里 松野東 11＂0

400ｍＲ
男 武田　直樹 岡本　康聖 近　永 60＂6 林　　翔太 高木　正和 日　吉 62＂2 丸石　圭太 亀岡　嘉典 三　島 62＂8富永　　光 武田楓太郎 山本　貴也 古谷槙之介 畦地　喬生 野地　翔太

女 佐々木紀子 中田　　葵 近　永 62＂0 川上　優七 光盛　綾華 松野西 63＂1 渡辺　英理 土釜　成美 三　島 65＂1小野　朝加 井上友里菜 高橋恵美彩 山田真梨子 大金　　楓 松下　奈緒
ソフトボール
投げ

男 加形　篤史 近　永 57m47 松浦　涼太 近　永 52m66 高田　裕勝 泉 50m12
女 野中　美咲 松野東 43m65 高田津友実 愛　治 41m80 稲澤　彩華 松野南 38m56

走り幅跳び 男 岡本　康聖 近　永 3m98 平野　昌斉 好　藤 3m85 高木　正和 日　吉 3m80
女 河添　千秋 好　藤 ◎4m66 井上友里菜 近　永 3m68 光盛　綾華 松野西 3m50

走り高跳び
男 福岡　黛河 泉 1m20 井上晋之介 松野西 1m20 新倉　大貴 近　永 1m20

女 佐々木紀子 近　永 1m27 土釜　成美 三　島 1m18小野　朝加 近　永

◎　大会新記録（　）

人
権の広場

今
年
で
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

松
野
町
立
松
野
東
小
学
校

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

丸
山　

順
二

　

中
学
一
年
生
の
時
に
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
同
級

生
に
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
吉
田
直
矢
さ
ん
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
方
は
、
今
年
の
九
月
に
新
潟
市
で
め
ぐ
み
さ
ん
と
の
再
会
を
誓
う

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
約
三
百
人
が
来
場
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
め
ぐ
み
さ
ん
の
母
、
早
紀
江
さ
ん
が
、﹁
命
の
あ

る
限
り
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
今
日
ま
で
来
ま

し
た
。
返
し
て
く
だ
さ
い
。
何
も
い
り
ま
せ
ん
﹂
と
切
実
な
思
い
を
訴
え

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

十
一
月
十
五
日
で
、
め
ぐ
み
さ
ん
が
拉
致
さ
れ
て
三
十
五
年
の
月
日
が

過
ぎ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ま
だ
に
解
決
し
て
い
な
い
拉
致
問
題
の
こ

と
を
考
え
て
み
よ
う
と
、
東
小
学
校
の
人
権
・
同
和
教
育
参
観
日
に
お
い

て
、
児
童
、
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
方
で
、
ア
ニ
メ
﹁
め
ぐ
み
﹂

を
視
聴
し
、
い
っ
し
ょ
に
感
想
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

子
を
思
う
親
の
心
の
痛
み
や
叫
び
、
拉
致
問
題
を
少
し
で
も
理
解
し
、
人

権
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
く
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
大
人
の
方
々
に
も

拉
致
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
観
日

の
人
権
集
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
御
意
見
・
御
感
想
を
述
べ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

早
紀
江
さ
ん
は
母
親
と
し
て
﹁
で
き
る
こ
と
﹂
を
三
十
五
年
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
一
千
万
人
分
の
署
名
を
集
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
同
じ

日
本
人
と
し
て
﹁
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
﹂
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、

拉
致
問
題
を
知
り
、
関
心
を
も
つ
こ
と
が
大
切
な
一
歩
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

四
十
八
歳
の
吉
田
直
矢
さ
ん
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、﹁
毎
年
み
ん

な
で
今
年
を
最
後
に
し
よ
う
と
言
い
な
が
ら
、
三
回
目
も
や
っ
て
し
ま
っ

た
。
早
紀
江
さ
ん
の
言
葉
を
聞
く
と
、
母
親
と
し
て
の
思
い
が
︵
心
に
︶

グ
サ
リ
と
く
る
。
音
楽
を
通
し
て
気
持
ち
を
共
有
す
れ
ば
、
み
ん
な
も
っ

と
動
い
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
﹂
と
話
し
た
そ
う
で

す
。﹁
今
年
で
最
後
﹂
と
は
、
拉
致
問
題
が
解
決
し
て
最
後
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、﹁
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
﹂
を
一
歩
で
も

進
め
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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おしらせ　Information
各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

【
行
政
相
談
】

◆
と　

き　

12
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

◆
内　

容　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

◆
相
談
員　

有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

【
心
配
ご
と
相
談
】

◆
と　

き　

12
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

◆
内　

容　

心
配
ご
と
相
談

◆
相
談
員　

民
生
児
童
委
員

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

森
の
国
さ
く
ら
の
会
講
演
会
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
の
日
程
で
森
の
国
さ
く
ら
の
会
講
演
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

12
月
５
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

◆
会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

◆
講　

師　

愛
媛
大
学
農
学
部

　
　
　
　
　

杉
森　

正
敏　

教
授

◆
演　

題　
「
地
域
材
で
の
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
」

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
も
サ
ン
タ
さ
ん
が
多
忙
の
た
め
、

青
年
会
議
が
サ
ー
ビ
ス
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

　

12
月
24
日
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
な
り
き
っ
て
子

ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
保
管
者
が
準
備
さ
れ
た
も
の
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

対
象
は
未
就
学
児
（
６
歳
未
満
）、
先
着
20
名
様
限
り
と

し
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
事
務
局

ま
で

【
お
願
い
】

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
子
ど
も
た
ち

の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
、
お
取
り

扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成24年４月～10月までの入札結果の概要
入札日 業務名 業務概要 業務場所 業務種別 落札業者 落札金額 所管課

H24.4.17
松野町国民健康保険中央診
療所及び松野町保健セン
ター環境整備工事

舗装の直接掘削・積込、不陸整正工、アスファ
ルト舗装Ａ＝1,150㎡　ダンプトラック運搬、
再資源化受入＝46㎥　インターロッキングブ
ロック・区画線設置　桝嵩上げ等

延野々 舗　装 南予開発㈲ 4,725,000 中央診療所

H24.5.17 松野西小学校フェンス改修
工事 フェンス嵩上げ　Ｈ＝4ｍ、Ｌ＝40ｍ 松　丸 土　木 ㈴松野建設 1,789,200 教　育　課

H24.5.17 町道福祉団地線舗装工事 Ｌ＝72.00ｍ　Ｗ＝6.0（8.0）ｍ　舗装工　Ａ
=707㎡　排水工　Ｌ=63ｍ 豊　岡 舗　装 宇和島道路舗装㈱ 5,880,000 建設環境課

H24.5.17 松野町学校施設電子黒板導
入事業

ノートパソコン６、プロジェクター６、プロ
ジェクター台６、マグネットスクリーン６、
書画カメラ３、インタラクティブボード１

松丸 ほか 物品購入 四国通建㈱ 1,992,900 教　育　課

H24.5.17 自動血球計数装置購入事業 自動血球計数装置　１台 延野々 物品購入 ㈱サンメディカル 1,774,500 中央診療所

H24.5.17 内視鏡洗浄消毒装置購入事
業

内視鏡洗浄消毒装置１台、コネクターハン
ガー１本、洗浄チューブ１本 延野々 物品購入 ㈱カワニシ 1,155,000 中央診療所

H24.6.18 往診用自動車購入事業 三菱　パジェロミニ　ＶＲ（４ＷＤ）　１台、
付属品 延野々 物品購入 山崎自動車 1,176,000 中央診療所

H24.7.17 松野中学校改築に伴う仮設
校舎建設その他工事

仮設校舎棟建築工事、先行仮設電気設備工事、
先行仮設機械設備工事 延野々 建　築 ㈴松野建設 58,800,000 教　育　課

H24.8.17 奥野川1-5がけ崩れ防災対
策工事

法覆コンクリ－ト　Ｌ＝12ｍ　石積工　Ａ＝
26㎡　ストンガ－ド　Ｌ＝28ｍ　Ｕ型水路　
Ｌ＝17ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝12ｍ

奥野川 土　木 南予開発㈲ 5,748,750 建設環境課

H24.8.17 蕨生2-7がけ崩れ防災対策
工事

法覆コンクリ－ト　Ｌ＝12ｍ　石積工　Ａ＝
50㎡　ストンガ－ド　Ｌ＝30ｍ　２号Ｌ型水
路　Ｌ＝13ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝12ｍ

蕨　生 土　木 中山産業㈱ 8,120,175 建設環境課

H24.8.17 松野町育苗施設作業棟断熱
工事

アルミ遮断材張付　Ａ＝530㎡　付帯工事一
式 吉　野 建　築 ㈲太田工務店 1,522,500 産業振興課

H24.9.18 林道山の神線排水路新設工
事

排水施設工　（Ｕ型側溝　Ｌ＝16.1ｍ、横断溝
　Ｌ＝18.0ｍ、集水桝　４基） 延野々 土　木 ㈱松野興産 1,288,500 産業振興課

H24.9.18 林道広見篠山線側溝改修工
事

排水施設工　（Ｕ型側溝　Ｌ＝45.5ｍ）、舗装
工　（アスファルト舗装　Ａ＝37.5㎡） 豊　岡 土　木 ㈴宮崎建設 2,006,760 産業振興課

H24.9.18 林道小唐井線災害復旧工事 ブロック積工　Ａ＝30.6㎡ 蕨　生 土　木 ㈲吉本庭園 840,000 産業振興課

H24.9.18 吉野生山村広場補償工事
排水工（Ｕ字側溝据付、排水桝）、グラウン
ドすき取り、アスファルト舗装・撤去、メッ
シュフェンス・防球ネット移設・新設、照明
灯移設・調整　ほか

吉　野 土　木 中山産業㈱ 10,053,750 総　務　課

H24.9.18 小集落改良住宅松丸第一・
第二団地テラス設置工事 テラス設置工事　10箇所 松　丸 建　築 ㈲太田工務店 2,803,500 建設環境課

H24.9.18 小集落改良住宅松丸第一・
第二団地軒樋改修工事 雨樋改修工事　10箇所 松　丸 建　築 ㈴松野建設 1,281,000 建設環境課

H24.9.18 森の国ロッジ温水機取替工
事 温水機　定格出力300,000Kcal／h

宇和島市
野川滑床
山国有林

その他 ㈱明成 3,643,500 産業振興課

H24.9.18
松野町携帯電話等エリア整
備事業基盤部設計監理業務
委託

携帯電話基地局40㎡×４カ所の基盤部設計監
理業務

吉野・
上家地 委　託 ㈱NTTファシリティー

ズ 4,935,000 総　務　課

H24.9.27 松野町立松野中学校改築工
事

建築主体工事一式、外構工事一式【附帯 駐
輪場含む】、解体工事一式、電気設備工事一式、
機械設備工事一式

延野々 建　築
四国通建・愛媛建設　
特定建設工事共同企業
体

765,838,500 教　育　課

H24.10.17 町道古井谷線改良工事
Ｌ＝118.51ｍ　Ｗ＝5.5（9.25）ｍ　土工　１
式、ブロック積工　１式、擁壁工　１式、排
水工　１式、防護柵工　１式、舗装工　１式、
附帯工　１式　

延野々 土　木 ㈴松野建設 12,400,500 建設環境課
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おしらせ　Information
防
災
行
政
無
線
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

林
業
退
職
金
共
済
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
西
南
地
域
旅
情
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

平
成
2₅
年
度
保
育
園
入
園
申
し
込
み
は
1₇
日
ま
で
に

　

現
在
、
町
で
は
各
家
庭
に
防
災
無
線
用

の
灰
色
の
個
別
受
信
機
を
無
償
で
貸
与
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
灰
色
の
個
別
受
信
機
は
、
火
災
や

震
災
が
発
生
し
た
時
な
ど
の
緊
急
放
送
を

受
診
す
る
役
割
を
し
ま
す
。
昨
年
整
備
し

た
白
い
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル

の
断
裂
や
停
電
な
ど
に
よ
り
、
災
害
時
に

正
常
な
放
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
灰
色
の
個
別
受

信
機
は
取
り
外
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
個
別
受
信
機
は
、
家
庭
用

の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
も
電
源
を
と
る
こ
と

が
可
能
で
す
が
、
単
２
形
の
乾
電
池
４
つ

を
挿
入
し
な
い
と
動
作
し
ま
せ
ん
。
電
池

の
交
換
時
期
が
来
ま
す
と
本
体
の
右
側
に

あ
り
ま
す
乾
電
池
ラ
ン
プ
が
赤
く
点
滅
し
、

警
告
音
が
な
り
ま
す
。
電
池
の
交
換
を
し

な
い
状
態
で
放
置
し
ま
す
と
、
乾
電
池
の

腐
食
な
ど
で
本
体
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
交
換
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分

か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び

被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、各
種
手
続
（
共

済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の

範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
部

又
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
６
７
３
１
・
２
８
９
０

　

南
予
で
運
行
す
る
鉄
道
や
バ
ス
、
旅
客

船
か
ら
撮
っ
た
写
真
、
ま
た
そ
れ
ら
を
被

写
体
に
し
た
写
真
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。
優
秀
作
品
に
は
南
予
の
特
産

品
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
愛
媛
県
の
施

設
や
駅
な
ど
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
南
予
へ
の
旅
情
を
い
ざ
な
う
写
真
を

撮
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

【
応
募
方
法
】
平
成
25
年
２
月
15
日
㈮
ま
で

に
、
プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
と
応
募
票
（
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
を
、

持
参
・
郵
送
で
観
光
物
産
課
へ
。

【
問
合
せ
先
】

　

南
予
広
域
連
携
観
光
交
流
推
進
協
議
会

（
県
庁
観
光
物
産
課
）
０
８
９
・
９
１
２
・

２
４
９
２

http://www.tabinanyo.jp/index_pc.htm
l

【
申
込
受
付
】

12
月
３
日
㈪
～
12
月
17
日
㈪

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
町
内
保
育
園
へ

入
園
希
望
す
る
方
は
、「
入
園
申
込
書
」
に

必
要
な
事
項
を
記
入
の
上
、「
添
付
資
料
」

を
添
え
て
12
月
17
日
ま
で
に
提
出
し
て
下

さ
い
。 

　

入
園
申
し
込
み
書
や
就
労
証
明
書
並
び

に
就
労
状
況
調
査
票
な
ど
は
、
各
保
育
園
、

町
民
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

【
入
園
基
準
】

　

町
内
に
住
む
児
童
で
、
保
護
者
が
次
の

い
ず
れ
か
の
理
由
の
た
め
に
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
場
合

●
昼
間
仕
事
を
し
て
い
る
。

●
出
産
、
病
気
中
ま
た
は
心
身
障
害
者
で

あ
る
。（
出
産
が
理
由
の
場
合
は
出
産
前
後

８
週
間
の
み
の
保
育
と
な
り
ま
す
。）

●
長
期
間
病
人
や
障
害
者
の
看
護
な
ど
を

し
て
い
る
。

●
災
害
を
受
け
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

実
態
調
査
を
し
て
家
庭
保
育
が
難
し
い

程
度
の
順
に
入
園
を
決
定
し
ま
す
。

※
心
身
の
発
育
、
発
達
に
不
安
の
あ
る
児

童
は
申
し
込
み
の
際
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
０
歳
児
は
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

　

入
園
申
込
書
、
保
護
者
の
就
労
状
況
証

明
書
（
雇
用
証
明
書
、
就
労
証
明
書
な
ど
）

　

用
紙
に
つ
い
て
は
、
各
保
育
園
、
町
民

課
に
あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
の
説
明
も
し

ま
す
の
で
、
11
月
中
に
取
り
に
き
て
下
さ

い
。

【
広
域
入
所
】

　

町
内
に
住
む
人
で
、
仕
事
の
関
係
な
ど

で
近
隣
の
市
町
の
保
育
園
（
所
）
に
入
園

（
所
）希
望
す
る
場
合
は
相
談
し
て
下
さ
い
。

【
保
育
料
】

　

保
育
料
は
児

童
の
保
護
者

に
対
し
て
、
課

税
さ
れ
た
所
得

税
・
町
民
税
の

額
で
決
定
し
ま

す
。

（
申
込
後
、
源

泉
徴
収
票
な
ど

を
ご
提
出
下
さ

い
。）

県
産
材
を
利
用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
に
県
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　

県
産
材
を
利
用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
に
愛

媛
県
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
を

図
る
た
め
、
今
回
、
新
た
に
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
に
対
し
て
補
助
を
行
う
「
住
宅
等
リ

フ
ォ
ー
ム
木
材
利
用
促
進
事
業
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

こ
れ
か
ら
県
内
で
県
産
材
を
利
用
し
て
住

宅
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
条
件
に
応
じ
て
10
万
円
か
ら
14
万
円

の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い
ま
す
。
募
集
は

先
着
50
棟
で
、
11
月
１
日
か
ら
の
受
付
で

す
。

一
部
免
除
を
受
け
た
と
き
は
残
り
の
保
険

料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

保
険
料
の
一
部
免
除

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本
人
・
世

帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
（
１
月
か

ら
６
月
ま
で
に
申
請
す
る
場
合
は
前
々
年

の
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
免
除

さ
れ
る
保
険
料
額
に
は
、全
額
、４
分
の
３
、

半
額
、
４
分
の
１
の
四
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、４
分
の
３
免
除
、半
額
免
除
、

４
分
の
１
免
除
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料

の
一
部
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
部
免

除
と
い
い
ま
す
。
こ
の
一
部
免
除
を
受
け

た
保
険
料
の
残
り
の
保
険
料
、
つ
ま
り
免

除
を
受
け
て
い
な
い
保
険
料
は
、
必
ず
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
保
険
料

の
納
付
を
怠
る
と
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も

保
険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
納
期
限

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期
限
が
あ

り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
日

ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た
場
合
で

も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て
い
な
い
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
こ
の
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
42
・
１
１
１
１

電
池
の
交
換
時
期
が

く
る
と
乾
電
池
ラ
ン

プ
が
赤
く
点
滅
し
警

告
音
が
鳴
り
ま
す
。

※乾電池を交換する
ときは、本体左側に
あるカバーを強く押
してください。

 

【問合せ先】
県林材業振興会議

「木と暮らしの相談窓口」
　☎089－941－0165
林業政策課
　☎089－912－2589
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おしらせ　Information
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

教
育
委
員
長
に
谷
清
氏
就
任

　

11
月
５
日
付
け
で
、
教
育
委
員

長
に
谷
清
氏
が
、
同
職
務
代
理
者

に
曽
我
敦
美
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

【
受
験
資
格
】
中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳
未
満
の
男
子

【
受
験
期
間
】
平
成
24
年
11
月
１
日
㈭
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯
ま
で

【
一
次
試
験
日
】
平
成
25
年
１
月
19
日
㈯

【
一
次
試
験
場
】
宇
和
島
市
役
所

【
試
験
科
目
】
国
語　

社
会　

数
学　

理
科　

英
語

　
　
　
　
　
　

作
文
（
５
０
０
字
程
度
）

【
そ
の
他
】

　

右
記
の
ほ
か
、
推
薦
採
用
試
験
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　

〒
７
９
８
・
０
０
３
４

　
　

宇
和
島
市
錦
町
10
︱
１

　
　
　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　
　
　

☎
０
８
９
５
・
23
・
５
４
３
１

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
し
ら
せ

技
能
市
場
な
ん
よ
開
催
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
１
月
31
日
㈭
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
料
の
第
３
期
分
の
納
付
期
限
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
へ
は
、
１
月
11
日
頃
に
納
付
書
を
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
　
　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　

☎
０
８
９
・
８
２
４
・
５
２
０
２

　

次
の
日
程
で
技
能
市
場
な
ん
よ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
南
予
地
方
特
産
品
を
は
じ
め
と
す
る
飲
食
物
も

集
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】
12
月
９
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

【
場　
　

所
】
宇
和
島
市
柿
原
神
ノ
前
１
７
１
２

　
　
　
　
　
　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

【
内　
　

容
】
▽
木
工
品
・
縫
製
品
な
ど
の
展
示
販
売

　
　
　
　
　
　

▽
技
能
体
験
サ
ー
ビ
ス
な
ど

【
問
合
せ
先
】
県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
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　広報まつのでは、皆さんのご意見を募集しています。
　お寄せいただいたご意見は、今後の広報活動の参考にさせていただきますので、よ
り親しまれる広報紙づくりに対する町民の皆さんの建設的なご意見をお聞かせくださ
い。
【ご連絡先】松野町役場　総務管理グループ　広報担当
　　☎：４２－１１１１（内線210）
　　　　　　メールアドレス：m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

広報まつのに関するご意見を募集します

消費生活に関するおしらせ
応募もしてないのに「当選」？
●当選商法の手口
　当選商法では、応募もしていないのに「賞金、○億円が当選した」と、あたかも当選したかのような内容のＤＭ（ダ
イレクトメール）や手紙を送りつけ、実際には宝くじの申込みなどをさせます。
　愛媛県消費生活センターにも、「海外から『○○億円が当たった』という封書が届いたがどうすればいいか」とい
う相談が寄せられています。
　また、最近では、携帯電話などに「高額賞金が当選した」というメールが届き、手数料の名目で支払いを要求し
てきます。懸賞金を受け取るために次々とポイントを購入させ、また、手続きのために必要という名目で個人情報
などを聞き出すこともあります。
●被害にあわないために
★応募もしていないのに「当選した」とか、簡単に大金が得られる、という、うまい話はありません。
★�更なる被害にあう可能性がありますので、「賞金が当たった」というメールや封書が届いても、安易に連絡したり、

個人情報を教えたりしないようにしましょう。
★業者を特定することが難しいため、いったんお金を支払うと取り戻すことは困難です。
★何か不安なことがありましたら、下記の相談窓口までご相談下さい。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課　　　　　☎0895－42－1116
　愛媛県消費生活センター　　☎089－925－3700

《愛媛県消費生活センターからのお知らせ》
　愛媛県消費生活センターでは、消費者トラブルの未然・拡大防止を目的に、悪質商法の手口やその対処法、県内
の消費生活相談窓口を紹介する啓発番組を制作、放映します。
　みなさん、啓発番組をご覧になって、悪質商法の手口を知って、かしこい消費者になりましょう。

■「困った時はピピッと相談！こまどりテレビ」
　放送局　：あいテレビ
　放映期間：平成24年11月～平成25年３月
　放映時間：第２・第３木曜日　19：55 ～ 20：00
　　　　　　　　　　　　　（※特別番組など番組編成により変更となる場合があります。）

困った時は
ピピッと相談
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12月の行事予定

1 ㈯　チャリティレクバレー大会

23㈰　門松づくり教室

27㈭～30㈰　�消防団年末特別警戒

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡外　科　系 内　　　科　　　系

平成24年12月２日㈰ 福 島 胃 腸 科 外 科
和霊元町　☎（24）5588

わたなべハートクリニック
朝日町　☎（25）1717

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

溜尾整形外科医院
吉田町　☎（52）3133

平成24年12月９日㈰ 植木整形外科医院
堀端町　☎（22）0022

くきた内科クリニック
中沢町　☎（26）2260

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

あ べ 医 院
津島町　☎（32）2616

平成24年12月16日㈰ 藤田整形外科医院
鶴島町　☎（22）5635

沖循環器内科医院
新田町　☎（25）3335

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

口羽外科胃腸科医院
津島町　☎（32）5000

平成24年12月23日㈷ ますだクリニック
伊吹町　☎（23）6611

木 村 内 科 医 院
京　町　☎（24）0030

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

松野町国保中央診療所
松野町　☎（42）0707

平成24年12月24日（振）鎌 野 病 院
広小路　☎（24）6611

松 浦 内 科 医 院
並　松　☎（23）1122

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

市 立 吉 田 病 院
吉田町　☎（52）0６11

平成24年12月30日㈰ 宍戸脳神経クリニック
堀端町　☎（22）0597

山 本 内 科 医 院
本町追手　☎（22）5100

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

旭川荘南愛媛病院
鬼北町　☎（45）1101

12月の休日当番医
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ちゃん　　2003年12月24日生まれ　（９歳）

　小学校３年生の山田綾花ちゃん。学校から帰ると宿題を

済ませ、お姉ちゃんと一緒にボール遊びをします。12月は

クリスマスプレゼントと誕生日プレゼントをもらえるので

ワクワクです。

　綾花ちゃんの将来の夢はバレー

ボール選手になることだそうです。

楽しみですね！

１月・２月生まれの町民を募集します！
　広報まつのでは年齢・性別を問わず、誕生日の町民を紹介していきたいと考え

ています。掲載を希望される方は、総務課広報担当までご連絡ください。

※ 都合により掲載できない場合もありますのでご了承ください。

 【問合せ先】　☎42－1111（内線221）

集
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れ
！
12
月
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！

◇世帯数
　2,029世帯（－２世帯）
◇総人口（※外国人を含む）
　4,412人 （－７人）
　男2,071人　女2,341人

（10月中の異動）
　出生　３人　死亡　８人
　転入　11人　転出　13人

平成24年10月31日現在

町 の 人 口
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